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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、うつ病の予防や社会復帰促進に関連すると考えられている、認知の歪み、抑

うつ症状、社会適応度という3因子間の関連を、勤労者へのアンケート結果を用いて、うつ

病の認知理論及び行動モデルに基づく仮説モデルを構築して検討したものである。その結

果、認知の歪みは抑うつ症状に影響するとともに、抑うつ症状を介して間接的に社会適応

度に影響を与えた。さらに、認知の歪み尺度（WCDS）の二つの下位尺度のうち、自己完結

的な認知の歪み（WCDS-S）は直接的に社会適応に影響したが、環境依存的な認知の歪み

（WCDS-E）は直接的影響を及ぼさなかった。本論文の内容は、うつ病の社会復帰を促進す

るうえで、抑うつ症状だけを対象とせず、認知の歪みの特定の下位項目を対象に介入する

ことの有用性を示唆するものであり、うつ病の心理社会的治療法の研究において明らかに

学術水準を高めたものと認める。 


